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１.はじめに
  私は最近の論考で市成乙重という人物を論じた
。ここでえがいたのは、日本統治初期の台湾で台湾語通訳者、教育者、著述家として名をはせた市成である。1897年に渡台、1906年に台湾を離れざるをえなくなったとき、かれはまだ25歳だった。その後の経歴はよくわからないが、1944年時点で東京のある出版社で編集業務にたずさわっている。ただ離台後、台湾に長期滞在する機会があったようにはみえない。時間の長さだけから言えば、かれの生涯のなかで台湾が大きな位置を占めているわけではない。
しかし、統治初期台湾の市成と敗戦まぢかの時期の市成をつなぐものがある。それは台湾語である。市成は1942年刊の自著『福建語入門』という教科書の冒頭で次のように述べる。
福建語の研究を世間へお奨めするについては、先づ福建語の何物であるかを一通りお話して置く必要がありますが、手ッ取り早く言へば福建語は所謂『臺湾語』で土着の高砂族諸君を除いた島人諸君に依つて日常使用されてゐる所の言葉に外ならないのであります。

　「福建語」という言語名称が読者にとってなじみのないもの、あるいは誤解をまねきかねないものであると想定したうえで
、それが台湾で「高砂族諸君を除いた島人諸君」が使っている台湾語にほかならないとしている。ではなぜ、読者により通じるであろう「臺湾語」ではなく、わざわざ説明が必要な「福建語」を書名に冠したのであろうか。市成はそれは時代的な要請によるものであるとして、以下のように読者に注意をうながす。
日本が臺湾を領有してから春風秋雨早や半世紀近い歳月が流れ、島内隈なく日本語が行亘つてゐる今日の場合、今更らそんなものを習つてみたところで一體何の役に立つかといふやうな御懸念が一應は世間の皆様方の頭脳の中に湧起らないものとも限られませね(ママ)が、併し夫れは疑ひもない一種の認識不足でありまして、尠くとも大東亞共榮圏確立の偉業が半ば完成し、宏大なる面積を有するマライ、昭南島、爪哇、比律賓、南北ボルネオ、海南島等には早くも我が軍政が希かれ、所謂八紘一宇を理想とする仁政が多年英、米、蘭等の桎梏下に喘ぎ來つた土着の生靈を潤しつゝある半面、是等各地に散在する華僑卽ち支那移住民に對しても一視同仁的寛大な態度を以て臨む方針が確定してゐる今日の場合、指導的立場に在るお互ひ日本國民の間に土地の方言である所のマライ語に習熟するの必要あるべきや言ふ迄もない所でありますが、夫れと同時に他の半面我盟邦泰國や仏領印度、さてはビルマ等々各地を含む所謂南方共榮圏内に居住する華僑の多数に依つて使用さるゝ所の福建語學習の重要性も亦た閑却し難いものがあると申さなければなりません。

　およそ半世紀前に統治がはじまった台湾ではすでに日本語が広まっており、統治上の必要性という点からみれば日本人が台湾語を学習する必要はない。しかし、「南方共榮圏」に視線をうつしてみると、そこにはこの言語を学習するあらたな意義がみえてくる。すなわち、「各地に散在する華僑」の多くが使用する言語としての重要性である。「大東亞共榮圏」において「指導的立場に在る」「日本国民」が学習すべき言語は、台湾の言語であることを超越していなければならなかったのである。
　ところで、本シンポジウムのテーマに「文化翻訳」とある。翻訳とは、実体化された複数の言語や文化のあいだに理解不能なほどの差異が認識されたときに要請される行為であるが、その結果としてそれぞれのあいだに円滑なコミュニケーション空間が保障されるとはかぎらない。むしろ、翻訳により言語や文化の相違があらわとなり、言語や文化の混淆、摩擦、衝突などが生じてしまいがちである。それぞれの言語・文化共同体のメンバーであることを自認する人々の内部で不安が広がり、共同体と共同体の間に不安定な関係がもたらされることも少なくないだろう。翻訳は、両者の相違が火花を散らす「第三の空間」で進められる、緊張をともなう知的過程なのである
。
　翻訳は、他とは区別される均質性をもつ一まとまりの言語や文化の存在が承認されたうえでおこなわれるのが普通だろう。民族・国家イデオロギー、言語学的知見、歴史認識などにもとづいて恣意的、排他的に措定された「○○語」「○○人」「○○人の習慣」を、それらを共有しないとされる人々が理解できるような形で提示するのが翻訳の役割だということになる。翻訳にたずさわる者は、「第三の空間」において、翻訳元と翻訳先のあいだに横たわる(とされる)ギャップ、そこに生じる緊張を自分なりに認識したうえで、受け手にどのように伝えるのかを考えなければならない。
　市成を論じた上記論考では、かれが狭義の意味での通訳者にとどまらず、教育者あるいは著述家といった複数の顔を持つ存在であったことをあきらかにしたが、自他ともに認める台湾語通、台湾通だった市成は、通訳の現場、台湾語教育、著述活動において、台湾社会を日本人に翻訳する役割をになっていた。台湾の事情につうじていない日本人は、市成の翻訳をたよりに台湾語のみならず、台湾人の行動、習慣、思考を解釈した。では1940年代の市成は、「南方共栄圏」やそこに住む華僑を、「福建語」学習に関心を持つ者に対してどのように翻訳していたのだろうか。
　「南方共栄圏」の翻訳の問題性が具体的にあらわれうる場として、本報告では市成の『福建語入門』に注目する。第二章では1940年代の『福建語入門』の著者としての市成をとりあげ、遠い昔の台湾語通訳者、教育者、著述家が「福建語」教育にたずさわった背景を紹介する。第三章では『福建語入門』の内容を分析する。最終章では、市成は台湾語を衣替えして「福建語」を登場させたものの、「南方共栄圏」の翻訳はそこに住む人々やその社会に対する対等な知的好奇心を欠いた一方的なものになっていたと結論づける。
２.『福建語入門』の著者としての市成乙重
　市成が台湾を離れてからの足どりはよくわからない。1930年ごろには東京で「某新聞社の社長」の地位にあったという証言があるが
、詳細は不明である。ただ、『福建語入門』の序文には、市成が「福建語研究」の必要をかねてより主張し、「同郷の先輩中村嘉壽氏主宰する所の月刊雑誌『海外之日本』誌上を借りて福建語講座の一欄を設け、熱心なる同誌の讀者諸賢と共に其研究を續け來つた」とある
。
中村嘉寿は、若かりしころニューヨーク大学でまなび、在米中の1900年には、後に星製薬を設立する星一らとともに「日米週報」を発刊している。1912年に帰国し、実業界で名をあげた後、衆議院議員になった。「外国通」として議会内外で知られ、『海外之日本』を1927年に創刊して国際問題を論じたり、国際交流事業を実施したりしていた
。中村は1880年生まれ、市成は1881年生まれで、ともに鹿児島出身である。
　市成は、単に「福建語講座」の執筆者としてのみ『海外之日本』にかかわったのではない。「福建語講座」の連載が始まったのは1942年の2月号だが、4月号の同誌の記事によると、市成は「弊社の理事たる外興亞日報の専務理事として非常に多忙」であるといい
、中村が社長の海外之日本社で責任ある立場にあったようである。1943年に同誌が『皇道世界』と改称された際には編輯局長となっている
。
　さて、「福建語講座」は1942年に8回にわたって連載されている。連載にはすべて「前臺灣總督府法院通譯　前私立臺灣語學院主幹　市成乙重」と署名があるが、30数年も前の通訳者、語学学校経営者としての市成が前面に出ているのは興味深い。
連載一回目は読者へのあいさつのみだが、これはすでに一部を引用した『福建語入門』の冒頭部分とかさなる内容が多い。ここで市成は、「福建語」の地理的広がりや学習の重要性などを説いた後、「昨今都下の随所に福建語の講習會が出來たり、通信講座が設けられたりしてゐることは洵に心強いことゝ存ずるのでありますが、今回測らずも外ならぬ中村社長のお勸めに依つて此私が不敏をも顧みず福建語の誌上講座を受持つことになりました」とつけくわえている
。東京で「福建語」を学習できる機会が増えているというのである。この点については具体的事例を見つけられていないが、既述の1942年4月号の記事には、海外之日本社の求めに応じて、市成が毎週日曜日に2時間、「福建語」の学習を希望する読者に対して、無料で「發音其他實地の指導」をするとある
。
　1943年初頭に『皇道世界』になってからは、とくにことわりもなく連載はなくなっているが、1942年12月に『福建語入門』が出ているので、連載には同書刊行の露払い的な意味合いもあったのではないだろうか。事実、連載の二回目では、北京官話と「福建語」の発音面での相違などを言い、発音練習の重要性を説きながらも、「本來から言へば發音編に於てミツチリ研究して戴いて、夫れから會話の研究に移つて戴くのが順序ですが何分共誌上の事、夫れは得て望むべからざる所でありますから、こゝでは一足飛びに簡単なる會話の研究に入ることにいたします」と、いきなり「其一」(第一課)を始めている。連載と『福建語入門』で重複する例文や説明などもあるが、毎回1、2頁、実質7回の連載であり、当然のことながら『福建語入門』にくらべれば内容は薄い。
　なお、本稿執筆にあたって確認できた『皇道世界』は、台湾大学図書館が所蔵している1944年刊の第1、2、4、6、9号のみだが、1、2号には巻頭に全ページ大で1943年訂正再版『福建語入門』の広告が掲載されている。在台時に縁のあった貴族院議員関屋貞三郎の同書への序文が引かれ
、「著者の言葉」では、「皇威の南進に伴れ福建語學習の重要性は頓に再認識され」、東京の各種教育機関で人々が学習に取り組んでいることが述べられている。また、「皇道世界の福建語講座と彼是對照して御研究下さらば必ずや其御研究に資する所淺からざるものあるべしと信じます」ともあるが、少なくとも上記五つの号に連載はない。当初は『皇道世界』でも連載が続く予定だったのかもしれない
。
　以上のように、市成はアジア・太平洋戦争末期に、出版界に身を置きつつ「福建語」教育にも情熱をかたむけ、また「南方共榮圏に雄飛せむとする熱意を懐く」学習者も一定程度つかんでいたようである
。
３.『福建語入門』
　市成が自費出版した『福建語入門』は
、関屋と市成の序文5頁、目次に続き、「豫備篇」11頁と「學語篇」241頁で構成されている。前者には「福建語とは何ぞや」「文字と發音符號に就いて」「福建語の發音と其表示方に就いて」「音便轉化の例」が立てられている
。一方、後者は50の節(課)からなる。第四十九節までは、新出語や文法を紹介する「新語」とそれらを使った会話の「應用會話」にわかれていて、それぞれの「新語」には「註」、「應用會話」には「附記」として、いくつかの解説が付されている。ただし第五十節だけは長めの会話のみである。また「應用會話」の内容を見ると、第一節から第四十四節と第四十五節から第五十節では大きなちがいがあることがわかる。すなわち前者では、「南方」などが印象づけられてはいても1942年当時の「時局」があまり感じられないのに対して、後者はきわめて戦時色の強いものになっている。
　まず第四十四節までの「應用會話」を見ていこう。第一節は、最初の節らしく、人称代名詞を使った「AはBです/ではありません」、および人称代名詞＋「的」の学習である
。
伊是臺灣人是不是。
あの人は臺灣の方ですか。
是、伊是本島人。
左様、あの方は本島人です。
汝是日本人是不是。　
あなたは日本の方ですか。
不是、我是本島人。
イヤ、私は本島人です。

　第一節の「新語」には「本島」「日本」「臺灣」がならび、「應用會話」には、会話と言えるかどうかは別として、「日本人」(「にっぽん人」)、「臺灣人」(「たいわん人」)、「本島人」(「ほんとう人」)という語、さらに上記の会話があげられている。会話の主体や話題の対象は「臺灣人／本島人」と「日本人」である。第二節にも、「咱日本人」(「吾等日本人、私達日本人」)、「恁臺灣人」(「あなた方臺灣の人達」)とある
。そして、第三節は、「汝何時來臺灣」(「あなたは何時臺灣に來したのですか」)「我舊年來」(「私は昨年参りました」)、「汝要去何位」(「あなたは、何位へ去ツしゃいますか」)「我要去日本」(「私は日本へ参ります」)、「汝去日本、要做甚麽事情」(「あなたは日本へ去ツして甚麽を做さるのですか」)「要做生理」(「商賣を做に参るのです」)と、日本人の来台と台湾人の来日を念頭に置いているようであり、第四節も日本へ行く目的の問答である。第五節までには、台湾(「臺灣」「本島」「臺灣人」「本島人」)と日本(「日本」「日本人」)以外の地名や民族的属性をあらわす語はなく、「南方共栄圏」の言語の教科書をうたうにしては視野がせまいという印象も受ける。
台湾と日本以外で最初にとりあげられるのが台湾の対岸の「福建語」使用地域、厦門である。1938年5月に日本海軍が厦門を占領し、『福建語入門』刊行時点では興亜院厦門特別連絡部のもと厦門特別市政府が置かれていたが、台湾総督府も人員派遣など協力をおこなっていた
。第六節には、「恁厝在何位」(「あなたのお宅は何位に在るのですか」)「阮厝在皷浪嶼」(「拙宅はコロンスに御座います」)、「在何位做領事」(「何位で領事をして在ツしゃるのですか」)「在厦門做領事」(「アモイで領事をして在ツしゃいます」)、「阮厝在厦門皷浪嶼、請汝來chhit-tho」(「拙宅はアモイのコロンスに御座います。どうぞお遊びにお來下さい」)といった会話がある。
　また同じ節では、行先をたずねる相手に「我要去厦門」(「私はアモイへ参ります」)、「我要去上海」(「私は上海へ参ります」)と答えており、以後の節では上海、広東、福建/福建省、香港、中国と、中国大陸各地の地名が登場するようになる。第十五節には、「汝曾去中國抑不曾」(「貴下は(曾て)支那へ去ツした事がございますか」)「我不曾去」(「私は参つたことがありません」)「我曾去香港、廣東、上海做生理」(「私は(曾て)香港、廣東、上海へ商賣を做に参つたことがございます」)とある。さらに第三十三節は台湾と香港のあいだの商人の密なネットワークの存在を含意したもののようである。鹿港は清朝期に福建との交易でさかえた台湾中部の町である。
眞久無看見、汝此久去何位仔、是不是。
久しくお目にかゝりませんが、此久何位かへ去つてゐらしたのですか。
正是、我舊年去香港、昨昏卽返來。
さうです。昨年香港に去りまして、昨日返つて参りました。
汝去香港做甚麽事情。
香港へ甚麽を做に去らしたのですか。
因為我一個朋友在彼做生理、叫我去與伊闘相幇、所以即去。
一個の友達が彼方で商賣をして居りまして手傳つて呉れと申して参りましたので、それで去つたのです。
恁朋友號做甚麽名。
貴方のお友達は何といふ方ですか。
姓王、名叫山水。
苗字を王、名は山水と申します者で……。
汝講王山水、是鹿港人抑不是。　
貴下の仰有る王山水といふ方は鹿港の人ではありませんか。
無錯、汝那能知。
さうです。貴下はまた如何してご存じで？
伊是我的舊朋友。
彼人は私の舊友です。
如此是阿、汝在何位識伊。
さうですか、貴下はまた何位でご承知で？　
我在鹿港就識。　　
私は鹿港に居つた時分から識つて居ります。
汝曾住鹿港是不(麽)。
貴下は曾て鹿港にお住居になつたことがおありになるのですか。
是、我曾去鹿港做生理。
さうです。私は以前鹿港へ去つて商賣をしたことが御座いました。
　登場人物の行動範囲は東南アジアへも広がる。華南もふくめ「南方共栄圏」の「福建語」を読者に強く印象づけようとしているようである。第十八節では、「星嘉坡」(「シンガポール」)へ行く目的や同地の様子をたずねる文
、また「星嘉坡」へ行ったのかとの問いに、そうではなく「暹羅」(「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(シャム),暹羅)」)へ行ったのだ答える会話がある。第二十九節では「星嘉坡」での商売の状況についてのやりとりがかわされる。
第三十五、四十一節では、「南方」どころか「満洲」までもが話題となる。前者は満洲へおもむいたという知り合いの話、後者は台湾人らしい人物が日本の冬の寒さについてたずね、日本人らしき人物が「満洲」の冬と比較しながら答える会話である。以下、第三十五節の一部である。
林的頂日有與我講、伊去満洲不知有影無。
林君が先日話しました所では、満洲へお去になつたと申して居りましたが、事実でせうかな。

彼敢是有影、伊未返去日本的時候、有與我講要去満洲。
それは或はさうかも知れません。三谷さんはまだ日本へお返りにならない以前、満洲に往きたいと私に仰言つたことがございました。
不知去満洲在做甚麽事情。
満洲へ去らして、甚麽を做てゐらツしやるのでせうな。
我打算猶原是在做官。
矢ツ張り官吏を做てゐらしやるものと私は推量いたします。
この時期、少なからぬ台湾人が「満洲」へわたっていた
。会話にあるように、知り合いの日本人が「満洲」へおもむいた台湾人もいたであろう。その地理的距な遠さにもかかわらず、「満洲」はしばしば台湾人の口の端にのぼる話題だったのではないか。もちろん「満洲」は「南方」とはちがい、一般に「福建語」が通用する地域ではないが。
次に第四十五節以降である。第四十五、四十六節は「相當教養のある青年三人の對話を假想して書いたもの」とのことで、日米開戦の報を受けて、一人が日本の今後の戦況に悲観的、もう一人が楽観的な意見を戦わせているところへ、別の者が「日本的海軍在眞珠灣、打破幾仔隻米國的戰船」(「日本海軍は眞珠灣に於て米國の軍艦多数を撃沈した」)というニュースを伝える号外を持ってくる。第四十七節は、通訳者として従軍し、ルソン、ジャワ、シンガポールへ行った者が、「咱日本的陸軍與海軍」(「吾が日本の陸軍や海軍」)の連戦連勝を伝える。台湾人であると思われるこの通訳者の派遣先は、『福建語入門』が「福建語」が通じると想定している地域ともかさなる。第四十八節では、「路照」(「旅行券」)を取得して海南島へ商売に行こうとしている者(おそらく台湾人)を
、海南島のみならず、厦門、上海、廣東、汕頭、フィリピンへ行くにしても「旅行券」は発給されていないのだから、いまは無理に行こうなどと考えるべきではないともう一人がいさめている。第四十九節は、華南のどこからしき場所で、日本兵が中国兵の行動をさぐるため住民を尋問をしているもの、第五十節の「犯人訊問例」と題する会話は、警察官なり憲兵なりがシンガポールで、福建の漳州出身だという人物を尋問しているものである。多額の金銭を所持している理由を聞かれ、かれは波止場で人足をしてかせいだのだと言い、それを疑われると今度は日本軍のシンガポール侵攻の際に助けた英国人からもらったのだと答えるが、尋問する側は納得しない。会話中には、いっしょにシンガポールに来たこの男の友人が、その後「吉隆坡」(「コロンボ」)へ行ったという文もある
。
　以上の「福建語」の教科書の内容を、かつて市成があらわした台湾語の教科書と対照させてみたい。もっとも40年近く前のものであり、語学教科書の内容分析の対象としては不適切だが、『實用簡易日臺商用會話篇』(以下、『日臺商用會話』)と題する教科書を1904年に出した際の市成の台湾語の世界の想像と、アジア・太平洋戦争期の「福建語」世界の想像とのあいだの大きな差をしめすことは可能であろう
。
　『日臺商用會話』は、「第一章　發音上の心得」「第二章　學語者の心得」「第三章　単語の部」、そして全体の7割近くのページ数を占める「第四章　商用會話の部」の20の節からなる。ほとんどの節が新出語の一覧、文法などを解説する「注意」、会話が日本語の対訳つきでしめされる「應用」で構成されており、『福建語入門』とよく似ている。
　『日臺商用會話』の「應用」では台湾の商習慣や台北の地理などが話題になっているものが多い。市成は序文で「内地實業家」が「同胞以外又新領土の顧客を得る能はさる」理由を台湾語能力の欠如に求めている
。「内地實業家」ら読者に向けて台湾人社会を理解可能な形で翻訳、解釈しようという意図は明確である。
　一方で、台湾以外の空間への言及はきわめて少ない。それがあるのは、「皮箱」(「支那鞄」)の仕入れ先をたずねる相手に福州からを仕入れていると答える会話や、「唐山生理」(「支那ノ商賣」)「唐山船載來」(「支那船ガ積込デ來タ」)「福州杉」(「福州材木」)という語句がならぶ第七節、「日本豆醤」(「内地味噌」)の値段を交渉する第九節、日本の商品を売る商店主が、神戸の清国人に仕入れを委託していると語る第十一節のみである。
日本統治が始まって10年たらずの台湾において市成が想像しえたのは、台湾の言語としての台湾語の世界であった。会話場面のほとんどは台湾を想定したものであり、台湾以外でもせいぜい、すでに18世紀後期から淡水とのあいだに航路が開かれていた福州、および日本統治開始後、基隆とのあいだに台湾総督府の命令航路が設定された神戸に言及される程度である。『日臺商用會話』で台湾語をまなぶ日本人読者の大半にとっても、その目的は台湾での使用、台湾人との会話だったであろう。しかし、1940年代の市成にとっても『福建語入門』の読者にとっても、それはもはや眼中にはない。「南洋共栄圏」ひいては「満洲」までが会話に登場し、華南やシンガポールを舞台として「時局」を反映した話題が展開される『福建語入門』において、台湾の台湾語はたしかに「南方共栄圏」の「福建語」へと姿を変えていたようにも見える。
４．おわりに
『福建語入門』を復刻した六角恒廣は、明治期以降の中国語教科書を収集し詳細な研究をおこなった中国語教育史研究の泰斗である。六角はその解題に次のように記している。
1941(昭和16)年12月8日に真珠湾を奇襲攻撃して戦線を東南アジアの諸地域へ拡大し各地を軍事占領した日本帝国は、侵略戦争を正当化するため「聖戦」と称し、占領地域を大東亜共栄圏ないし南方共栄圏といって国民を欺瞞し通そうとした。こうした時期、かつての「台湾語」が「福建語」と姿をかえて中国語界に再登場したのが本書である。

「中国語界に再登場した」とは言い得て妙である。日本統治初期にはそれなりにあった日本人の学習熱も冷めて久しく、警察の一部などをのぞけば台湾語は学習対象としてかえりみられることもなくなっていった。市成はその台湾語を、中国や「南方共栄圏」の華僑の言語として解釈しなおし、日本人が学習すべき言語として再登場させたのである。
では、その再登場が内実をともなったものだったと言えば、それは否と言わざるをえない。たしかに教科書に「南方共栄圏」の地名が散りばめられ、そこでの人の移動がえがかれてはいる。しかし結局のところ、それらの地域は日本人なりおそらく台湾人なりがおもむく場所としてあらわれるのみであり、その空間や、そこに住み「福建語」を話す華僑を読者に向けて語ろうとする姿勢はきわめて希薄である。だとすれば、「南方共栄圏」と日本人読者のあいだの「第三の空間」で市成がおこなっていたはずの翻訳とはいったい何だったのだろうか。「無敵皇軍の輝かしき戦果の発揮に伴れて大東亞共榮圏確立の大事業は今し其緒に就かむとしてゐる。此の場合何人も閑却してならないことは南方共榮圏内に於ける方言の研究であらねばならない」と意気ごむからには
、「方言の研究」をとおした「南方共榮圏」事情の伝達が必要なはずであるが、そうした情報が『福建語入門』からは読みとれない。台湾語というラベルをはりかえただけで「南方共榮圏」華僑の「福建語」の多様性に適切に対応できるとも思えない。
とはいえ、こうした限界があるからといって翻訳者としての市成が存在しなかったというのではない。『福建語入門』での「南方共栄圏」の提示が表層的なレベルにとどまっていることが市成による翻訳という作業の不在を意味するわけではないのである。市成はたしかに「第三の空間」で、「福建語」学習をこころざす日本人読者に向けて「南方共栄圏」を翻訳していたし、読者も「南方共榮圏」に接触していた。しかし、市成はそこで「大東亜共榮圏確立の大事業」といったスローガンに乗り、観念的で実体のない「南方共栄圏」を一方的に翻訳をしていたにすぎないのである。
文化翻訳は、他者に対する十分な理解、あるいは他者を理解しようとする真摯な努力がなくても、また他者に対する対等な知的好奇心を欠いていたとしても、何らかの政策的、政治的目的に迎合しながら遂行されてしまう行為なのである
。
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� 市成乙重前掲書、奥付。奥付にしるされている市成の住所と発行元の東京福建語講習所の所在地はともに「東京都澁谷區大和田町九十三番地」であり、市成の自宅に同講習所が置かれていたものと思われる。


� ここでいう音便転化とは、音節が連続した場合、本来の声調が別の声調に変化する現象のことである。
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� 日本語のところどころに付されているふりがなは省略した。『福建語入門』の数か月前に出ている「福建語講座(二)」の「應用會話」にも、ここに引用したのと同じ会話があるが、日本語訳の「あの人は臺灣の方ですか」は「あの方は臺灣人ですか」、「あなたは日本の方ですか」は「あなたは日本人ですか」となっている。
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� たとえば、中央研究院近代史研究所「口述歷史」編輯委員會編『口述歷史 第五期 日據時期台灣人赴大陸經驗』中央研究院近代史研究所、1994年を参照いただきたい。
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